
眼瞼下垂⼿術 を受けられる⽅へ
　　　　
　　◆　私たちは、⼊院⽣活や治療が順調に進むように下記の計画に基づき援助します。
　　　　　　　
お名前　@{Patient.Name}　様　　　　　　　　　　　　　 　主治医　　　　　　　　　

担当看護師
術後1⽇⽬・退院⽇(  /  )

術前 術後

退院後の治療に向けた理解・準備ができる

腫れが引くまでは、傷を冷やします。
指⽰のもとに⽬薬をさします。

医師の許可で洗顔できるようになったら
洗顔後に傷に軟膏を塗ります。

※処置の前後で必ず⼿洗いをしてください︕

主治医の指⽰通り
服薬して下さい

医師に指⽰された薬を飲みます。
抗凝固薬を内服されている⽅はお申し出ください。

制限はありません

制限はありません

安静度 制限はありません 制限はありません。 トイレ、洗⾯所までの歩⾏になります。 制限はありません。

排泄 制限はありません ⼿術へ⾏く前に必ず
排尿を済ませてください。 トイレまで歩⾏出来ます。 制限はありません。

清潔 制限はありません お渡しした病⾐に着替えてください。 シャワー浴できません。 ⾸から下はシャワーができます。
洗顔は医師許可が出てからになります。

外来での診察にて、創部の洗浄処置⽅法を確認し
てください。

38.5℃以上の
発熱・腹痛・嘔気など

が⾒られた場合、
病院へご連絡下さい

⼿術中、ご家族はラウンジでお待ちいただきます。
⼿術へ⾏く前に⼊れ⻭や貴⾦属類は外します。

貴重品はキーボックスに⼊れます。
または家族の⽅に預けてください。

まぶたが腫れてしまうため、⾒えにくい場合があります。
お⼿伝い致しますので遠慮なくお申し出ください。

⼿術したところが痛い、気分が悪い時はお知らせください。

洗顔や⽬薬・軟膏処置について
傷の処置⽅法を説明します。

38.5度以上の発熱、創部の発⾚、熱感、腫脹が
あるとき、強い疼痛があるとき、浸出液の量が増加
したときには形成・美容外科外来へご連絡ください

この説明⽤紙は、治療のおおよその経過をお知らせするものです。状態に応じて予定が変更になることがあります。
ご不明な点がございましたら、お気軽におたずねください。
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